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二条オオムギの出芽性に関する作物学的研究
第 3報 出芽と土壌抵抗
田中丸 重美
作物の種子が発芽してその幼芽を伸ばし土壌を押し除けて出芽する過程において,幼芽
の伸長力の大小がその幼芽の出芽能力に大きく関与する.
ところで,幼芽が土中を伸長する時に上境から受ける抵抗の大きさは,土壌の状態や幼
牙の形態などによって変化すると考えられるので,幼芽がどれくらいの抵抗を卜域から受
けるかは,出芽の良否に大きく影響するものと思われる.
例えば,同一一の土壌条件下において,同一の伸長力を持つ幼芽であ･ノても,幼芽の先端
の形状が尖っている方が.先端が平たく鈍い形状のものより土壌から受ける抵抗か小さく
なり,より出芽Lやすいであろう.また,幼芽がより細い方が抵抗が少なく出ず能力が高
いであろう.あるいは,土中で根が伸長する際には根端より溢泌液を出し周闇の土壌を膨
軟にし抵抗を小さくしながら伸反することが知られているが6),もし幼芽の先端から涙液を
する作物があれば,これもまた土壌からの抵抗を舶めるので出芽にとって有利であろう.
このような,土中での幼芽の伸長に伴う土壌からの抵抗は幼芽の形状や機能によって適
うと考えられる.
本報では,二条オオムギの出芽と土壌抵抗の側係を,数柾のイネ科およUlマメ科作物と
の比較から明らかにすると共に,幼芽の形軌 こついての知見を得る目的で実験を行った.
材 料 お よ び 方 法
1.幼芽の貫通カ
イネ科作物は二条オオムギ(品柾 .'成城17号以下同じ)とトウモロコシ(ポップコ-ン-
池部 1号)を,マメ科作物はダイズ (オリヒメ),アズキ (大納言),エンドウ (乙姫), リ
ョタトゥ (ブンドウマメ)を用いた.
供試土壌は,前報10)と同様で,含水量12.80/.に調粧して用いた.
土塊の作成には,外径120mm,内径96mm､深さ90mmの鋳物の円筒形錬容器を使用した.
この答3割ま中心線より2つに分離でき作成した上塊を取り易くしている.前述した土壌を
この容器に詰め,上部から均一に加圧 ･圧縮 して任意の硬度の円盤状の土塊を作成した.
土塊の硬度は0.01,0.05,0.1,0.3,0.6kg/cm3であり,土塊の厚さは約7.5mmであった.
実験は,内寸32×26×13cmのバットを用い,まず約 5cmの厚さに硬度0.3kg/cm3にな
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るように播種床を作成した.そこ-,25℃で24時間催芽させた種子を播種し,2.5cm覆土
した.できるだけ土壌を鎖圧 しないようにして土壌表面を均平にした後,播種 した種子の
炎上に土塊の円盤の中心がくるようにして置き,さらに約 2cm護土を行い,播種床面から
約5cmの厚さになるようにした.対照区では中間に土塊を置かず,播種後直ちに約 5cm
の凍土を行った.実験期間中は土壌水分の変動を防ぐため,バットをビニールフィルムで
埋った.実験は23-25℃の恒温室内で行い,出芽調査は播種後 3日目より24時間毎に行っ
た.播種後8日目に教士を除いて発芽粒数を調査した.各作物とも1区6-8粒を供試し,
2回の反復の平均をして出芽率を求めた.
2.幼芽の太さ,比伸長力と出芽
供試した作物品種は,Tablelに示 した.
伸長力の測定は,前報11)と同じ方法で行った.各作物とも幼芽長5cmの伸長力をもとめ
た.
幼芽の太さは,幼芽長5cmの時の基部から2cmの部位の横断切片を作成し,顕微税下
で長径短径を測定し,幼芽断面の形状により円または楕円として,幼芽の断面積を計算し
て求めた.
報土の鎮圧程度を異にする土壌からの出芽の実験結果は,前報10)の結果を用いた.
Table1,Cropmaterialsusedin亡hisexperlment_
Crop Varie亡y
Two-rowedbarley
SIX-rowedbarley(normal)
Nakedbarley(uzu)
Whea亡
Rye
Oat
Sorghum
Maize(dentcorl)
Meize(popcorn)
Paddyrice(japonica)
Paddyrice(indica)
UplandrlCe(japonica)
Seijo17
Haganemugl
Ehimehadaka1
Shirasagikomugi
Pe亡kLIZer
Hyuga-kairyouenbaku
Whea亡1and
Unknown
lkebe1
Reiho
Hatishail
Norin21
3.幼芽の外部形態
供試した材料はTable4に示す二条オオムギ44品種であった.
相葉の最大伸長量 :幼芽の育成には,前報10)と同じ土壌を内径 10cm の塩化ビニール製ポ
ットにつめ播種後覆土を8cm行い,播種後暗黒にした20℃の恒温器内で10日聞生育させた
後,恒温器からとりだし.鞠菓長を測定した.測定時点で全ての鞘乗の伸長はほほ､停止し
ており,第一葉が鞘集を突き破って抽出していた. 1品種10本の鞘柴長を測定し,平均値
を示した.
幼芽の太さ:伸長丘の実験と同じく塩化ビニール製のポットに播種 し,覆土を3cm行った
複,20℃の恒温室内で生育させ,3cmに伸長したときに,幼芽基部から1cmおよび幼芽
先端より1cmの部位で,横断切片を作成し,幼芽の断面税を求めた.
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なお,風乾種子の100粒丘および成熟期の梓長も計測した.
実 験 結 果
1.幼芽の貫通力
幼芽が土中を伸長していく際には,助辞がその伸長力をもってしても押し除けられない
程大きな七塊に遭遇した時には,幼芽はその上塊を耳かなければ出芽できない.そこで土
塊を貫通する能力 (斉通力)の大きな幼井ほど出井に有利であると考えられる.ここでは,
幼芽の形態の異なるマメ科およびイネ科作物を用い,どの程度の硬度の土塊を幼芽か貫通
して出芽できるかを目安として,幼芽の郎由九 および土壌抵抗と出芽の関係について明
らかにし,二条オオムギの土壌抵抗排除能力を他の作物との比較から明確にしようと試み
た.
各作物の幼芽の伸長力 (幼芽長 3cm)および各硬度の土塊 (厚さ7.5mm)を丹通して.Lh
芽した幼芽の割合をTable2に示 した.
Table2 SeedingemergencethroughdifferenthardnessofSOHplaleand
strengthofplumuleelongat10nlnsomeCrops,
Crop S亡re1gthof Emergencerate(%)
eJongat10nX Hardnessofsoildesk(kg/cm3)
(gf) 0 001 0.05 01 0･3
Tworowedbarley
Ma)ze
Soybean
Azukibean
Pea
Mungbean
36±10.1
59土 6.7
85± 9.8
70士 7.9
53± 6.1
78±11.1
???
?
?? ?
? ??
?
??
?
? ??? ?? ? ?
? ?
? ??? ??? ?? ???????? ?? ?? ??? ?
*Measurementwasdoneundernon-compactedcovenngsonwith3cm length
plum山esa亡20C.
供試した作物の中で土塊を打通する力の股も強かったのは トウモロコシで,0,1kg/cm3区
の出芽率は100%を示し,他のどの作物も.lJ.芳しえなっかた0_3kg/cm3の硬度の土塊をも賞
通して出芽するものも17%あった.
二条オオムキ,ダイズ,アズキ, リョクトウの幼芽の1才通力は トウモロコシに較べると
劣っていた,これらの作物の幼芽は,0.05kg/cm3区ではすべて出芽したが,0.1kg/cm3区
での出芽率はそれぞれ50,67,33,75%であった.また,0.3kg/cm3区では出芽するものが
なかった.エンドウは0.05kg/cm3区,0.1kg/cm3区とも出芽牢が50%であって,貰通力が
弱いのではないかと考えられた.
ところで.幼芽の伸長力と汀`通力との間には相関は見られなかった.たとえば,二条オ
オムギの幼芽の伸長力は約36gfとここで供試Lた他のどの作物より小さいにもかかわらず,
Ln'通力はアズキより大でエンドウと同程度であった. また,トウモロコシの伸長力は約59
gfであり,エンドウの約53gfと同程度であるのにその貰通力はエンドウに較べて著しく大
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きかった.
一般にイネ科作物の出芽器官は鞘集および中茎であり,幼芽の先端にある鞘薬は,ほぼ
円錐状に尖っている,一方,マメ科作物には下膿血を伸長させ子薬を地上に押し上げて出
芽するepigea卜型の稚 (ダイズ,.)ヨクトウなど)と,上値軸を伸長させ子弟を地中に残し
たまま出芽するhypogea】型の柾 (アズキ,エンドウなど)がある7).
ここで供試したマメ科作物では,epigeal型作物の方がhypogeal型作物に比べて伸長九
貫通力とも大きな傾向がみられた.このような伸長力の差異は下帆地と上肢軸との組織形
態的差異によるものではないかと思われるが,本実験ではこの点は明らかでなかった.
ところてマメ科作物の両タイプともその先端の形状はイネ科作物に較べると丸 く,土壌
から受ける抵抗が大きいと思われる.特に,epigeal型では幼井全体からみてかなり大きな
子粟を引き上げなければ出井できないので,幼芽が土壌から受ける抵抗が最も大きいと考
えられる.
ここでの実験ではイネ科作物の方がマメ科作物よりも,同等の伸長力のものなら貰通力
に優れる傾向がみられた.この差は,両者の幼芽の形態,特に幼芽の先端の形状の違いに
よって,幼芽が土壌から受ける抵抗の差から生じたものであろう.
2.幼芽の太さ,比伸長力と出芽
幼芽が上境から受ける抵抗は幼井の太さによっても変化すると考えられる.一般にある
物体が流体の中を進むときには,その物体が流体から受ける抵抗は物体の断面'和!に比例し
て大きくなる.幼芽が土中を伸長する場合にも同様に,幼芽の太さが大きいほど土壌から
受ける抵抗は大きくなる.従って,同一の伸長力をもつ幼芽でも幼芽か太いほど土壌から
受ける抵抗が大きく,より出芽しにくいことになる.
ここでは,イネ科各種作物の幼芽の太さ,伸長力および税土の鎖圧程度と出芽の関係に
ついて実験を行い,幼芽の太さと土壌抵抗排除能力の関係について考察した.
Table.3.Relationbetweenrateofseedlingemergence.areaofcrosssection
ofptumuleandstrengthofp)umuLeelongationlnSOmeCereals.
Emergencerate(%) Are｡｡f St,ength(,( Plumule
Crop
Hardnessof
coverings0日(kg/cm3)
0 005 0.2
Twoィowedbarley
Nakedbar一ey(uzu)
Wheat
Rye
Oat
Maize(popcorn)
Maize(dentcorl)
Sorghunl
PaddyrlCe(japonica)
Uplandrice(JaponlCa)
Paddyrice(indlCa)
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cross p】umule elongatlOn
トl･rr10n elongatlon pri.55uT'e
(A) (B) (B/A)
0.3 (mm2) (gf) (gF/mm2)
????? ???????? ? ?
? ? ? ??
??????
???
?????????????? ? ? ??
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
??? ?????? ??? ??? ? ? ? ??? ? ??? ?? ?
??
?
?? ???
?
??
?
? ?
?
?
?
? ?? ?
???? ? ? ?
各作物の鎮圧程度の異なる嘩土からの出芽率と幼芽の伸長力および幼芽の太さをTable3.
に示した.
前報'o)で述べたように,強く鋲圧した凍土からの出芽の様相から出才力がもっとも強い作
物は, トウモロコシ,ソルガム,インド型水稲,エンバクであり,ついで二条オオムギ,
ライムギ,コムギ,-ダカムギ,があり,日本型水稲および陸稲か最も小さいと考えられ
た,
ところで,供試した作物の間では,出芽能力は必ずしも伸長力に比例的でない点では,
本報 1.の結果と同様であった.先に述べたように,幼芽が伸長する際に十壕から受ける
抵抗は幼芽の太さに比例する.そこで,同じ伸長力をもつ幼芽でも出芽力に強弱のある原
因は,幼芽の断面柿に差があるためといえる.幼芽の単位断面積当たりの伸長力は,土壌
の抵抗に対する幼芽の反発力を示すと考えた.単位断面積当りの伸長力を比伸長力と呼ぶ
ことにする.
各作物の0.3kg/cm3区および02kg/cm3区での出芽率と比伸長力の間には,有意な相関が
みられ(Fig.1)相関係数はそれぞれ0.86,0.76であり,比伸長力の大きな作物ほど鎮圧下
からの出芽率が大きかった.なお,ムギ類の中ではコムギの比伸長力が比較的大きいにも
かかわらず出芽率が劣る原因はここでは不明であった.コムギを除いて相関係数を再計算
すると,0.3kg/cm3区.0,2kg/cm3区についてそれぞれ0.96,0.93となり,いずれも0.1%
水準で有意な相関であった.このように,比仰長力と出芽率の関係から幼芽の太さは幼芽
が土壌から受ける抵抗を決定する重要な要素であるといえよう.
0 10 20 30 40 50
Plumuleelongatlonpressure(gE/mm2)
F-g l･CorrelahonbetweenrateofseedlngenlergenCea-1dplL'mUleelonga-
tionpressure
0,- 0,2kg/cm3
●,- :0.3kg/cm3
3 .幼芽の外部形態
土壌からの抵抗を決定する要因は,幼芽の先端の形状と幼芽の太さとに分けることがで
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Tab)e4,Seedling characteristicsofvarietiesoftwo-rowedbarley
100seed AreaorcrossectbntmmzILengthof Calm
Vanreties weight Top Bottom coteoptHe lenght
(ど) (A) (B) (mm) (cm)
Tochikei144
Harunanijo
Satukinijo
Kurakei3088
Conquest
Mihogolden
Beacon
Amaginijo
Nosunり01
Aichiwase13
Tochikei120
Betzes
Seijo17
Akaginijo
WaxyBetzes
Azumagolden
Bido
Carina
Kantonijo19
MarisOffer
Ris°1508
Amsel
TaikeiA60
Kantonakatego一den
KoA
Asahi19
Tochikei103
Nirasakinijo9
Tochikei28
TalkeiA64
NiJomotimugl
Newgolden
Hakata2
Cripper
Klr]'nchoku1
FujinijoII
Tochigjgordenmeron
Hydra
lgrI
Weeah
Dampier
Sonja
Ma一ta
TaikeiR661
?????????? ??????????????? ? ???????????????? ???? ? ?? ?? ?? ? ? ?? ???????? ?????? ?? ? ? ? ?? ? ??? ? ? ? ??
? ?
?
????? ? ? ???? ??
? ??? ??? ?
?
?????????
?
?
?
? ??? ? ? ? ? ? ??? ??? ‖ ? ? ? ? ? ????????????
?
?????????????????? ? ?????? ??
?
???????????????????? ?
? ??
?????
?? ?? ? ? ? ??
?????
????????
… 』 ? 』 ??????????
きる.先にも述べたとおり幼芽の先端の形状が鋭 く尖っているもののほど,また幼芽の太
さが細いものほど,土壌から受ける抵抗はノJ､さいと考えられる.
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ここでは,二条オオムギ44品椎を使用して助芽の形態おもに幼芽の太さについて計測し,
柵兼良,粒覆,梓長などとの関係を調べた.
Table4,に各品種の100粒鼠 幼芽の先端部および基部の太さ,最大相集仲長堤,樺長
および先端部と井部の太さの比を示した.
前報11)で示したごとく,二条オオムギの幼芽は先端部より鹿部で細 く,伸長力の限界点で
は遁部の屈曲が生じるため基部の太さや強度が問題となる.これを幼芽の受ける土壌抵抗
の面から考えると,基部の太さが同じなら先端部の太さか細い方が土壌から受ける抵抗が
小さく出芽に有利であろう.
幼芽の先端部の太さの変動幅は1.22mm2～2.24mm2と基部の太さの変動の帽 (1,02mm2
-1.93mm2) より大きく,ここで供試したすべての品種で先端部の太さか基部よりも等し
いか大きかった.並部の太さに対する先端部の太さの割合は1.00-1.23の間にあったか,
1.10未満のものが30品種あり,割合の分布は全体として小さな方に偏っていた.
ここでは,先端部と基部の太さについて大づかみな計測を行ったが,実際の場血ではご
く先端の尖り方も土壌抵抗の大小に関f=Tすると考えられるが,この点については今後の課
池であろう.
Table5に各形質の相関を示す.正の布意を相関が認められるのは,100粒垂と幼井の基
部および先端部の太さの間,柳井長と梓辰の間であった.また,負の有意な相関関係は.
輔柴辰と幼芽避部の太さ,稗長と幼芽鹿部の太さとの問で認められた.
Table.5.Correlationbetweensomeseed一ingcharacteristicsoftwo･roWed
bar)ey.
ColeoptHe Areaofcross Areaofcross Ca]71
section(〔op) section(bottom) length
100seedweigh〔
Coleoptitelength
Areaofcrosssect10∩(top)
Areaofcrosssectton(bottom)
0.152nS 0460日 0505'H 0.096n5
-0406日 -0.264nS 0453日
0.879'= -0323`
-0.212nR
*,**.辛**,CorrelatlOnlSSignlficantinlevelof5%,10/oandOl% respective一y
ns,Correlall'onlSnotSigmficant
これらの結果から, 1)粒重の大きい品種ほど幼芽が太い, 2)大きな粒貧の品種の鞘
巣の伸長豊は必ずしも大きくない,3)相葉長の大きな品種は滞長も長い,4)幼牙長が
長い品種は基部の太さが細い,などの歩束が明らかになった.
前職 11)で述べたように,幼芽の太さと仰反力には強い比例関係があるので,幼芽が太いこ
とは,必ずしも不利な条件ではない.盟粘な土壌からの出芽を考えた場合,鞘頚の伸長の
絶対帝よりも伸長力の大きさを取った方が有利であろう.その観点からすると粒垂の大き
な品種が出芽にとっては,望ましい.
考 察
本報では二条オオムギの出芽と土壌抵抗との榊係を明確にする目的で,実験を行った.
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幼芽が土壌から受ける抵抗の大小は幼芽の太さ,形状などによって決ると考えられる.
まず,イネ科およびマメ科の数種作物の貰通力と幼芽の伸長力を測定して,二条オオム
ギとの比較を試みた.その結果,同じ伸長力を持つ作物でもイネ科作物の方かマメ科作物
よりも貫通力が強く,tH.斗三能力が大きかった.このことは,幼芽!)t端の形状がとがってい
る二条オオムギの様なイネ科作物がマメ科作物より土建から受ける抵抗が小さく,土壌抵
抗を排除する能力の高いことを示していると考えられた.
幼芽の土壌許通力を測定した例としては次のような報告がある.Frelichet.al.(1973)2)
は6種のイネ科牧草を使用して蝋製の疑似クラストを使用した甘通力の試験を行った.ク
ラス ト強度の増加につれて出芽は抑制された.同時に培地のは透圧と出芽の関係について
も検討したところ,出芽に対する影響はクラスト有無のほうが,水分の多少より大きいと
いう結果を得ている.さらに,耳通力の穐間差を認め,粒竜の大きいほど貴通力が大きい
ことを明らかにした.また,Arndt(1965)りは円柱が土中から出るのに琴する力 (重さ)を
測定して土壌の抵抗とし,より太い幼芽をつくるものが土壌を貫通する力が強いことを示
した.
このように,粒盤が大きく幼芽の太い種ほどEl通力が大きいのは,I.)iI報11)でみた様に,粒
軍が大きく幼芽が太いほど幼芽の伸長力が大きい為であろう.これらの例では,幼芽の形
状の似た種を供試したので,幼芽の土壌抵抗の受け方に違いがほとんどなかったためと考
えられる.
しかし,本其巌では同-レベルの伸長力を持った作物でもE通力に差があることが明ら
かであり,その原因は各種作物の幼芽によってそれぞれ土中を伸長中に土壌から受ける抵
抗に差異が存在することにあると推察された.
イネ科数柾作物の澄 ヒを鉄圧した条件での出芽能力と幼芽の比仲良力との間に強い相関
がみられることを示し,幼芽の太さが土壌抵抗の大/トを決定する一つの一要素であることを
明らかにした.
ここで,供試したイネ科作物の中では,コムギは幼芽の比伸長力が比較的大きかっTL･に
もかかわらず,鎮圧下での出芽準がやや低かった.これは,L記の要閃以外に,例えば幼
芽からの溢液恵や,幼芽の先端の形状が土壌抵抗を排除する能力の決定に関与しているた
めと考えられたが,詳細は明仁,かでなかった.
マメ科作物では枝子重当りの伸長力は上肢軸伸長型作物より,下J倒 qhl中濃型作物の方が
大きい,旺軸の断面桁当りの伸長力も,上月三相由伸長型作物よりも下促軸伸長型作物が大き
いが,下肢軸伸長型の中ではダイズ,ツルマメ, リョクトウは他の下腿軸伸長型作物より
小さい (Inouyeetal.1979)4).上腿軸伸長型作物と下胚軸伸長型作物の比伸長力の差異
はおそらく,下肢軸伸長型作物では比較的大きな子兼を地上に持上げる為により大きな伸
長力を発揮するような淘汰圧が選抜の過程で働いた結果であろう.言い換えると,下月村山
伸長型のマメ科作物は伸長力を大きくする方向で出井器官を発達させ,上惟軸伸長型のマ
メ科作物は幼芽の形態を細くし土壌から受ける抵抗を小さくする戦略を選んだのであろう,
イネ科作物では出芽器官として幼芽の先端にキャップ状の榊梨をもつが,これも土壌の
抵抗を減少させる機能を持ち出芽に鹿要な役割を果していると考えられる.
二条オオムキ44品租を用いて,幼芽の太さおよび和典の蝦大伸長是と100粒鼠 僻長など
の形質との関係をみた,
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各形質の相関をみると幼芽の太さと粒塵の閲には有意な正の相関がみられた.粒垂の大
きな種子は幼芽が太く,伸長力が大きいであろう. しかし,粒重の大きな品種必ずしも鞘
兼良が大きくはなかった.
鞘発長の長い品種は樺長も長かった.農業形質としての梓長,穂長は正の相関がみられ
ることか知られており,穂型と鞘薬長との相関も知られている (高橋1948)8㌧
オオムギについて,高橋 (1948)8)は多数の品秘の交雑結果から,聴空Iplの並 ･渦件の遺伝
子を見つけ,この遺伝子と榊葉長の長短の逓伝子が連動していることをみいだした.そし
てこの渦性逝伝子の地理的分布をみると,陸東の品種だけにみられ,他の地域にはなく,
渦性は日本などでの高温,肥沃を土地への適応であろうとしている.
ところで,-_粂オオムギの実用品椎には油性はない.多くの品種の比較から二条椎は六
条種よりも穂長が良く,1稚当りの小概数が多く,粒重が大きいことが明らかになってい
る (Inst.AgricBiol.Sci.1983)与).また,ニ 六条同質迫伝子系統の二条or)丑山含量は
つねに高 く 10),その珊由は二条化によるシンク答昆の減少によって登熟初期の蛋白の晋輔が
大きいからであるとされている (安田･守掃 198412).
このように,二条オオムキは六条にくらペ大粒で蛋白が多くなる傾向があるので,出井
iS=官である相集はより太く伸長力もより大きくなると考えられる.
特車長と幼芽の太さG7)間には有意を負の相関がみられた.捕集が長く細い品樵は乾燥し
て怪担な土地への深播きに過し,逆の糾華が短く太い品性は塵粘な土壌に適している.
棄大鞘菓良の大きい品種は探播きに耐える性質を持っており,ここで快試した品椎の櫨
大棚菜長は119mmから72mmの変動幅を/JミLた.陀燥地の膿薬では土壌水分確保のため探
播きが普通であるので,鞘薬良の大きな.1,l'.種が望ましい.
前報川で述べたように,幼芽の太さと仲良力には強い比例関係があるので.劫卦か太いこ
とは,必ずしも不利な条件ではない.屯帖な七壌からの出芽を考えた場合,押葉の伸長の
絶対丑よりも伸長力の大きさを取った方が有利であろう.その観点からすると屯枯な土壌
の水田鹿換畑ではF.I黍の大きな品種か出芽の面ては有利である.
なお,先端部の太さと基部の太さの比と各形JEfの間には有意な相関は認められなかった.
井之 卜 伊藤 (1969)3)は作物幼芽の出芽能力は ｢幼芽の軸出力｣,｢幼芽の出芽拡抗排除
係数｣,｢幼芽の伸長の速さ｣に分解できるとし,出芽抵抗排除係数は幼芽の形態おJ:び生
理的特性 (溢紋など)によって決まるとしている.乍報でも,幼背が上喋から受ける抵抗
を考慮に入れて,伸長力と幼芽の太さおよび出芽の良否との関係について検討した.その
結果,比仲良力の大きいものほど.ll,芽に有利であること,すなわち同桂皮の伸長力なら幼
芽が細いほど抵抗が小さいことを明らかにLた.また,二条オオムギ品租の幼7Jの形態に
ついても若干触れた.しかし,出芽批抗排除係数に深く関与すると考えられる極 (先端の
形状や,溶液現象などについてはここでは,明確にできなかった.出芽性をより山確にと
らえるには,これらの点についての具体的な数イ[-転化が必要と考えら]しろが,これは今後の
重要な課塔である.
摘 要
1.二条オオムギを含むイネ科およびマメ科の数種作物の∬通力と幼芽の伸長力を測定し
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て,両者の関係を検討 した.その結果,同じ伸長力を持つ作物でもイネ科作物の方がマメ
科作物よりも貫通力が強かった,このことは,幼芽先端の形状がとがっている二条オオム
ギの様なイネ科作物のほうがマメ科作物より土壌から受ける抵抗が小さいためだと考えら
れた.
2.イネ科数種作物で鎖圧下からの出芽率と比伸長力との問には高い正の相関が認められ
た.
3.二条オオムギ44品種を用いて,幼芽の太さおよび鞘葉の最大伸長塵 と粒重,禅長など
の形質との関係をみた.各形質の相関をみると幼芽の太さと粒重の間には有意な正の相関
がみられた. しかし,粒屯の大きな品棟が必ずしも開業長が大きくなかった.
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AgronomicStudiesonSeedlingEmergence
ofTwo-RowedBarley.
ⅠⅠⅠ.Soilresistanceandseedlingemergence.
ShigemiTANAKAiVZARU
Summary
Twogramineouscrops(two-rowedbarleyandmaize)andfourleguminouscrops
(soybean,azukibeen,peaandmLlngbean)Wereseededbelow asoildeskof
hardness0,0.01,0.05,0.1,0.3and0.6kg/cm3 (Table2), Seedlingemergenceof
maizethrough0.1kg/cm･?wasbetterthanthatofpea,althoughtheirstrengthof
plumuleelongationwasnearlyequa). Thesedatasuggestthattheplumuleof
gramineouscropshassmalersoilresistancethanthatofleguminouscropsbecause
theformerhasasharper亡lPthanthelatter.
Ahighcorrelationexistsbetweenemergenceratefrom compactedcoveringSOH
(soilhardness0.2and0.3kg/cm3)andplumuleelongationpressure(e.g,strengthof
plumuleelongationperbaseareaofplumule)amongsomegramineouscrops(Table
3andFig.1).
Someseedlingcharacteristicsof44varietiesoftwo･rowedbarleyweremeasured.
Seedweightandplumule亡hickneSS(areaorcrosssection1cmfrom thetopand1
cmfrom thebaseofplumule)werehighlycorrelated,butseedweightandplumu】e
lengthwerenotcorrelated(Table4,5).
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